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１ 区民の皆様へ

天白区の皆様にご挨拶を申し上げます

昨年の１０月に発覚しました不適正な会計処理による現金等の存在が、当区において

も確認され、皆様の信頼に大きく傷をつけましたこと、心よりお詫び申し上げます。

私ども職員一同、今一度、区民の皆様から御信頼をいただけるよう、一丸となって再

発防止、サービスの向上に取り組んでまいる所存でございます。

どうかよろしくお願い申し上げます。

さて、名古屋市では、より区民の皆様に近い存在として、区民の皆様にお役に立つた

めに区役所はどうあるべきか、何をなすべきか、どう変わるべきか、こういった視点に

立ち、区役所改革基本計画を策定公表させていただきました。

その中で、区役所において、その年度一年間に取り組むことを区政運営方針として取

りまとめ、区民の皆様に公表することとしたところでございます。

区政は、区民の皆様お一人お一人と、安心安全、防災、健康、地域活動、生涯学習、

など大変幅広い分野で、また幼児から高齢の方まで様々な形で関わっております。

区政は単に区役所のみが行うものではなく、区民の皆様はもとより、地域、各種団体

の皆様のお支えがなければ成り立っていかないものと考えております。

“区民の皆様こそが区政の主人公”でございます。

私はこの天白区の誇れるものは、自然の豊かさや人の温かさもそうですが、何をおい

ても、地域を愛し、そこをよくしようと努力される地域力の強さ、それを支える人間力

の高さであると思っております。

天白区は１６学区で構成されております。それぞれの地域は個性を持ち、その特色を

生かした地域づくりをしていただいております。

私ども区役所もそうした皆様の地域づくりを、ともに汗を流し、協働で、住んでよか

った天白、住みたいまち天白を目指し、努力してまいります。
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私どもが今回発表します区政運営方針はそのお約束でもございます。

区政運営を行っていくにあたって、私たちは次のような基本的な考えに立ち、取り組

んでまいります。

○法令を遵守し、透明性の高い、公正・公平な運営に努めます。

○大きな耳を持ち、区民の皆様の声をお聞きし、区政に反映させるように努めます。

○すべての区民の皆様が、安心、安全で快適に暮らすことができるまちづくりを目指し

ます。

○区民の皆様の自主的、自立的な活動を支援し、区民の皆様とともに、愛着の持てる

天白区をつくります。

以上、お約束いたします。

平成 20 年 5 月

天 白 区 長 森 孝司
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２ 区政運営方針について

(1) 名古屋市政の総合計画

名古屋市政の総合計画の体系は、以下のとおりとなっており、以下の計画

に基づき、市政運営が行われております。

名古屋市

基本構想

21 世紀を展望した

市政の指導理念

（昭和 52 年 12 月策定）

名古屋市新世紀計画 2010

21 世紀初頭のまちづくりの指針となる

基本計画

（平成 12～22 年度までの 11 年間）

実施計画

名古屋市新世紀計画 2010 の進行管理を行うもの

（3年程度の期間の計画で、現在第 3次実施計画期間中（平成 19～22 年度））
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(2) 区役所改革基本計画

区役所も市の一組織として、前記「(1) 名古屋市政の総合計画」に基づき

区政運営が行われていますが、名古屋市は、平成 19 年 12 月に、区役所が、

市民と直接関わる行政の最前線として、市民ニーズを的確に把握し、地域の

特性に応じた施策を市民とともに確実に実施する「市民に信頼される地域の

総合行政機関」（区役所の将来像）となることをめざし、区役所による自立的

な区政運営の実施に向けた取り組みを、「区役所改革基本計画」として定めま

した。

区役所改革基本計画 計画期間 19 年度～22 年度

区役所による自立的な区政運営の実施に向けた取り組みを、名古屋市が定め

たもの

(3) 区政運営方針

上記「（2） 区役所改革基本計画」で定められた区役所が主体的に実施す

る取り組みの具体的な内容については、各区において「区政運営方針」とし

て、毎年度策定・公表し、区役所が主体的に進行管理を行うこととなりまし

た。今回、ここに、平成 20 年度の天白区区政運営方針を定めるものです。

毎年、区民の皆様のご意見も参考に、その年の取組状況や今後の課題につ

いて取りまとめ、次年度の運営方針策定に反映させていきます。

区 政 運 営 方 針 20 年度～ 毎年度策定・公表

区役所改革基本計画で定められた、区役所が主体的に実施する取り組みを、

各区役所が具体的に定めたもの
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３ 区の現状と必要な取組

1．人口増加が続くまち「天白」

名古屋市全体の人口は、ここ数年、微増し

ています。天白区の人口は、名古屋市の平均

を上回る増加率が続いており、名古屋市 16

区中 5 番目の 15 万 9189 人（H20.4.1 現

在）です。なお、市外からの転入者は7,697

人で 16 区中 4 番目（H18.10～Ｈ19.9）、

出生率（人口千人につき）は 10.4 で 3 番目

（H18）でした。

100

101

102

103

104

105

106

107

108

H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

人口増加の推移（H9 人口＝100 とした場合の指数・各年 10 月）

天白区

市全体

２．安心・安全な「天白」のまちづくり
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施策１

安心・安全で快適に暮らせるまちづくり →P.9

また、区内のH19年の交通事故発

生件数は、H18 年の 5,427 件から

174件（3.2％）減少し、5,253 件

でした。また、H19年の犯罪発生件

数は、H18年の3,226 件から279

件（8.6％）減少し、2,974 件でし

た。

このような傾向を維持していくた

めには、今後も継続的に活動に取り

組み、常に活性化しておかなければ

いけません。

天白区では、防犯、交通安全そし

て東海豪雨での被災の経験を活かし

た災害に強いまちづくりを含め、地

域と行政の協働を進め、区民の不安

を解消するとともに、さらに「安心・

安全で快適に暮らせるまちづく

り」への取り組みを進めます。

平成19年度市政世論調査で、治安についてたずねた

ところ、天白区は「良いと思う」人の割合（※）が、

16 区中最も高く、平成 19 年の刑法犯犯罪率（人口

1,000 人あたりの犯罪認知件数）も全市平均より低く

16区中低い方から3番目でした。これは、天白区の青

色防犯パトロール保有台数が市内最多であることをみ

ても、区民の積極的な活動の成果であるといえます。

※平成19年度市政世論調査

問8：名古屋市内の治安についてどう感じていますか。

「良いと思う」＋「どちらかといえば良いと思う」

天白区57.5％ 16区中 1位（市平均49.3％）

件

H18

H19
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H19.10.1 現在 天白区 市全体

平均年齢 40.1 歳 42.9 歳

年少+青年人口 28.0％ 24.1％

高齢者人口 15.9％ 19.6％

３．若々しさにあふれた「天白」のまちづくり
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年齢 5 歳階級別人口構成比

年少＋青年人口

25 歳未満

高齢者人口

65 歳以上

４．緑があふれる「天白」のまちづくり
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守山区

緑被率上位 6 区緑被種別内訳
（Ｈ１７年度 緑の現況調査）

緑被率

41.9%

30.7%

28.1%

27.0%

26.9%

24.9%

(H19.10.1 現在)

天白区の人口は初めにみたように、全市平

均を上回る増加率で増え続けています。また、

天白区民の平均年齢は名古屋市 16 区の中

で、もっとも若い 40.1 歳で、年少・青年人

口比率も市内で最も高い、若々しさにあふれ

た地域です。高齢者人口の割合は、16 区中

15 番目ですが、今後は高齢者の比率も高く

なることが想定され、年齢にかかわりなく誰

もがいきいきと暮らせる、元気な天白区であ

り続けなければなりません。そのためには、

地域、関係機関とも連携を深めながら、高齢

者や障害を持った人への支援・援助、そして

若い世代の関心事である子育てへの支援など

をさらに進めていくことが重要です。

天白区では、区民一人ひとりが健康を享受

し、元気で暮らせるような仕組みづくり、「人

にやさしいぬくもりのあるまちづくり」を進

めます。

施策２

人にやさしいぬもりのあるまちづくり →P.17

天白区の緑被率（緑に被われた

土地（緑被地）の割合）は、30.7%

で名古屋市 16 区中、守山区に次

いで2番目です。そのうち、樹木

の樹冠で覆われた樹林地は、緑地

及びその周辺の山地を中心にまと

まって存在し、その面積は守山・

緑区に次いで3番目です。また区

内の緑被地に占める農地の割合は

14.３%で、多くの貴重な農地が残

っています。

このような現況を受け、平成19

年度市政世論調査では、水や緑な

どの自然環境の充足度について、

天白区は、「十分だと思う」と答え

た人の割合（※）が 16 区中最も

高い結果となっています。

※平成19年度市政世論調査

問４：あなたが生活するうえで、市内の緑や水などの自然環境は十分

だと思いますか。

「十分だと思う」＋「どちらかといえば十分だと思う」

天白区60.0％ 16区中 1位（市平均52.６％）

樹林地

芝・草地

農地

水面
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いたため、その数値も含まれる。
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天白区 市全体

ｇ

世帯 世帯

施策３

自然を活かし、環境にやさしいまちづくり →P.23

また、天白区の平成 18 年度の 1 人 1

日あたりのごみ収集量は市全体の数値を

下回ってはいますが、前年度に比べわずか

に増加しました。

天白区では、緑があふれる恵まれた環境

を活かし、自然や農とのふれあいなど良好

な環境を維持していくため、「自然を活

かし環境にやさしいまちづくり」を区民

との協働で進めます。また、ごみの減量も

含め、身の回りの環境への取り組みをとお

して、地球環境や生物多様性を考えるきっ

かけづくりを積極的に行います。

施策４

にぎわい、交流と絆を創出するまちづくり →P.28

５．魅力と活力にあふれた「天白」のまちづくり

これまで述べたように、天白区は、

魅力と活力にあふれ、地域力の高い可

能性に満ちた地域といえます。しか

し、区政協力委員受持世帯数を市統計

世帯数で割った数値を町内会・自治会

加入率とみなすと、天白区は 65.6％

で、市全体の 84.6％に比べ、かなり

低い数値となっています。地域コミュ

ニティの形成、地域の人の環づくりに

不安があり、特に災害時の対応や助け

合いの風土づくりなどへの影響も懸

念されるところです。

地域の人の環を豊かにするためのきっかけとして、天白区が住んでよかった・いつまでも住み続けたいと思

うまちにする取り組みも大切なことです。そのためには交流の場・にぎわいづくりを進めるとともに、すでに

多様な場・分野で交流やにぎわいを作り出すために積極的に活動している各種団体、グループへの支援・協働

の働きかけも重要です。天白区では、生涯学習の充実も含め、さらに魅力と活力を高める取り組み、「にぎわ

い、交流と絆を創出するまちづくり」を進めます。
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４ 施策の６つの柱と具体的な事業・取組

4つの基本姿勢を踏まえ、この区政運営方針には、平成20年度、1年間に取り組む施策の6

つの柱と11３の具体的な事業・取組を登載しました。区役所及び区政に係わる行政機関や市民

利用施設などが連携して、区民の皆様と協働で、基本目標である、いつまでも 住み続けたく

なる天白区づくりを目指して取り組んでまいります。

施策の６つの柱

安心・安全で

快適に暮らせる

まちづくり

人にやさしい

ぬくもりのある

まちづくり

自然を活かし、

環境にやさしい

まちづくり

にぎわい、交流

と絆を創出する

まちづくり

基 本 目 標

いつまでも 住み続けたくなる天白区づくりを目指します

信頼される

区役所づくり

親しまれる

区役所づくり

・ 法令を遵守し、透明性の高い、公正・公平な区政の運営に努めます。

・ 大きな耳を持ち、区民の皆様の声をお聞きし、区政に反映させるように努めます。

・ すべての区民の皆様が、安心、安全で快適に暮らすことができるまちづくりを目指します。

・ 区民の皆様の自主的、自立的な活動を支援し、区民の皆様とともに、愛着の持てる

天白区をつくります。

基 本 姿 勢



施策１ 安心・安全で快適に暮らせるまちづくり

□

◎ 防 災

◎

◎

安心・安全なまちづくり

平成１８年に「名古屋市防災条例」が制定され、条例は、市民一人ひとりの役割(自助）、
市民や事業者による地域での助け合い（共助）、行政による市民や事業者の活動支援（公
助）についての３つの理念を元に制定されました。
天白区は、平成12年の東海豪雨では1,000棟・1,239世帯の床上浸水、352棟・438世
帯の床下浸水を始め多くの被害を受けました。
また、近年の地震を始めとする大規模災害の発生により、区民の皆さんの防災に対する関
心が高まっており、防災では、地域や事業所及び関係機関との協働により、実践的な訓練等
を実施し、地域防災活動の推進に努め、災害に強いまちづくりを目指します。

防 犯

地域における青色防犯パトロールなどの地域安全パトロールの積極的な取組みにより、犯
罪の発生は減少傾向にありますが、自転車盗・車上狙い等の街頭犯罪は依然多い状況にあ
り、区民一人ひとりが「自分たちの街の安全は自分たちで守る」という自主防犯意識を高め
ていく必要があります。
地域・行政・警察の連携を強化して、三位一体の犯罪防止活動をより一層推進し、「天白
区の安心・安全なまちづくり」を目指します。

交 通 安 全

天白区では、平素から交通安全街頭指導等、交通事故防止活動が活発に行われています。
平成１８年の区内の交通事故死者は、「ゼロ」でしたが、残念なことに昨年は４件の交通
死亡事故が発生し、４名の尊い命が奪われました。
交通事故死者の減少はもとより、高齢者・一般の交通事故の防止、自転車事故の防止、自
転車関係道路交通法の改正周知を重点目標に、区民一人ひとりが、思いやりと順法精神を大
切にし、家庭・職場・地域で交通安全意識を高め、悲惨な交通事故の犠牲者を一人でも減少
させることを目指します。
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番号 事業・取組 担当部署

1
避難所リーダー
養成講座の充実

□５か年計画の中間にあたる第３
期（平成２０年度）講座について、
第１期及び第２期講座の内容と
の整合を図りつつ、アンケート結
果など修了者の意見を十分に検
証し、より充実した内容で実施し
ます。

□中途での棄権者ゼロ、及び最
終回（意見交換会）における
受講生の満足度１００％を目
指します。

総務課
社会福祉協議会

2

災害対策本部
天白区本部立ち
上げマニュアル
の作成

□避難所リーダーが活躍する区内
各避難所との円滑な連携を図る
ため、防災ボランティア団体等の
協力を得て、災害対策本部天白
区本部の立ち上げマニュアルを
作成します。

□マニュアル作成に着手し、完
成後は速やかに学区の防災
訓練等に合わせた避難所と
の連携訓練を目指します。

3
「助け合いの仕
組みづくり」（共
助）への支援

□管理職員等に担当学区を振り分
け、一貫した対応によって地域に
おける助け合いの仕組みづくりを
支援します。

□平成２０年度中に全学区１町
内会以上で個別支援計画の
作成が達成されるよう、区内
全域での機運の醸成を図りま
す。

全課
天白消防署

4
総合防災訓練の
改善

□発災直後を想定した、より実践的
な訓練ができるよう、機関訓練重
視の従来（見学）型から住民参加
型に改善します。

□総合防災訓練開催学区の災
害対策委員や消防団と事前
に綿密な打合せを行うことで
地元の意向を把握し、消防
署、土木事務所、環境事業所
等と十分に調整して実施しま
す。

総務課
天白消防署
天白土木事務所
天白環境事業所
等

5
市民参画による
治水

□地域住民の生活環境の整備改
善と住民福祉の向上を図るた
め、各学区から選出された代議
員で構成する「天白区を住みよく
する会」に設置した「天白川・植
田川水系治水検討委員会」が、
関係行政機関から、現況や計画
の聴取、意見交換等を行う活動
を支援します。

□地域住民の意思が天白川・植
田川の治水に反映することに
努めます。

まちづくり推進室

具体的な取組内容 目標

☆ 防 災

グループワーク

10



番号 事業・取組 担当部署

6
発災時における
「自助」の啓発活
動

□住宅の耐震診断を普及させ、木
造住宅の耐震改修や室内の家
具固定、非常持ち出し品や災害
用備蓄品の常備、家族防災会議
の開催などについて、総合防災
訓練や総合水防訓練、各学区で
の防災訓練、区民まつりなどの
機会を捉えて啓発に努めます。

□発災時における「自助」という
心構えの重要性について、多
くの区民に理解していただくこ
とに努めます。

総務課

7
「てんぱく防災だよ
り」の発行

□自主防災訓練をはじめ地域での
防災活動に関する情報などを発
信することにより、災害に強いま
ちづくりを推進するためのツール
として、A３版二つ折サイズの「て
んぱく防災だより」を発行します。

□発行回数を現行の年２回から
３回に増やし、名古屋市の公
式ウェブサイトにも掲載しま
す。

総務課

8
防災安心まちづく
り運動事業の推進

□

□

□

防災安心まちづくり運動を実施し
ます。

防災安心まちづくり運動強化推
進学区の活動を支援します。

放火防止モデル地区に対する地
域特性に応じた活動を実施しま
す。

□

□

□

学区や町内会単位の自主防
災組織の訓練を実施します。

放火防止と焼死事故減少を
目指した防災講習の充実を図
ります。

定期的な防火パトロールへの
サポート体制を強化します。

天白消防署

9
地下鉄駅におけ
る防災対策

□

□

□

地下鉄駅火災に対する安全性を
高めるため、排煙設備、二方向
避難経路などを整備します。

列車の戸挟み防止策として、地
下鉄駅ホームに「乗降確認ミ
ラー｣を設置します。

お客様への安心・安全のための
心配りとして、広告付きＡＥＤの設
置拡大による救命救急態勢を充
実します。

□

□

□

地下鉄桜通線鳴子北駅(仮
称）において排煙設備、二方
向避難経路などを整備しま
す。 （平成22年度目標）

塩釜口駅に「乗降確認ミラー｣
を設置します。

広告付きＡＥＤの設置を、区
内の鶴舞線の駅で検討しま
す。

交通局

具体的な取組内容 目標

11



番号 事業・取組 担当部署

10
地域防犯活動
（青色防犯パト
ロール）

□犯罪のないまちづくりをめざし、よ
り効果的な防犯パトロールを行な
うため、学区及び区役所に青色
回転灯を取り付けた車両の配置
を進め、地域の自発的防犯活動
を推進し、定着させます。

□平成19年度末現在14学区30
台・区役所2台ですが、全16学
区においての青色回転灯取
付け車両の配備を目指しま
す。

まちづくり推進室
天白警察署

11
新聞販売店等と
の協働による地
域防犯活動

□新聞配達網等を利用した地域安
全パトロール及び児童の見守り
活動により、安全をサポートしま
す。

□安全パトロールの強化と犯罪
抑止力の向上並びに不審者
情報を地域へ提供し防犯意
識を高めます。

まちづくり推進室
天白警察署

12
「てんぱくこども１
１０番の店」の委
嘱

□平成18年度に商店街振興組合
天白支部、平成19年度に区内郵
便局の協力で、74協力店舗へ
「てんぱくこども110番の店」のの
ぼり旗を設置しました。児童等が
万一のとき、のぼり旗を目印とし
て、駆け込みやすく配慮します。

□のぼり旗の維持管理や更新
を行い、地域において協力店
舗としての認識定着を図りま
す。

まちづくり推進室
天白警察署

13
地域学生による
防犯ボランティア
との連携

□名城大学を中心に区内３大学の
ボランティア学生の協力を得て、
地域住民と共に連携した児童の
見守りや地域防犯活動を実施し
ます。

□ボランティア学生による防犯
活動への協力により住民と学
生の理解と協働意識を醸成
し、地域防犯の大きな力とな
ることに努めます。

まちづくり推進室
天白警察署

14
ダブルオー作戦
の実施

□12月10日（予定）の夜間に、全学
区の青色防犯パトロール車が集
結し、地域・区役所・警察が協力
して一斉に地域パトロールを実
施します。

□常日頃、学区それぞれに行
なっている防犯活動を共に行
なうことで連帯を図り、犯罪の
増加する年末にあたって多く
の青色回転灯登載車両が揃
うことで抑止効果を高めます。

まちづくり推進室
天白警察署

15
区役所公用車に
よる防犯活動の
推進

□区役所の公用車・原動機付自転
車・自転車にステッカーを取り付
け、公務中における防犯パトロー
ルを実施します。

□職員一人ひとりが防犯意識を
持ち、区内における公務出張
時等の折にパトロールを実施
することにより防犯意識と犯
罪抑止力の向上を図ります。

全課

☆ 防 犯
具体的な取組内容 目標
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番号 事業・取組 担当部署

16
犯罪発生情報等
の発信

□警察署から、一週間ごとの犯罪
発生状況の提供を受けて、各学
区へ周知します。（コミュニティセ
ンター等に掲示）

□情報提供を受けることによっ
て、犯罪発生状況を周知する
とともに、各家庭での防犯意
識を高めます。

まちづくり推進室
天白警察署

17

非行防止モデル
地区推進協議会
による少年非行
防止活動の推進

□県警本部から指定を受けた少年
非行防止モデル地区において、
街頭補導活動や広報啓発活動な
どを通じて少年の非行を防止し、
健全な育成を図る活動を推進し
ます。

□非行少年の立ち直り支援活
動などにより、不良行為少年
数の減少を目指します。

まちづくり推進室
天白警察署

18

防犯ブザーマー
クの設置などに
よる地下鉄駅構
内安全対策

□地下鉄駅出入口通路に設置して
ある防犯ブザーがより目立つよう
「防犯ブザーマーク」を設置し、お
客様が非常時に分かりやすいよ
う改善します。

□植田駅・平針駅・野並駅に設
置します。

交通局

番号 事業・取組 担当部署

19
ゼロの日街頭広
報活動

□区役所管理職に担当学区を振り
分け、主要交差点にて原則として
10日・20日・30日の毎月３回、学
区民・交通関係団体・警察と共に
交通安全活動を実施します。ま
た、公用車にて巡回広報活動も
行ないます。

□地域・行政・警察が協働して
交通安全運動に取り組み、交
通安全意識の高揚を図り、交
通事故件数の減少を目指しま
す。

まちづくり推進室
天白警察署

20
交通安全キャン
ペーンの実施

□四季の交通安全市民運動期間
にキャンペーンを実施し、高齢者
をはじめとする交通弱者に注意
を呼びかける一方、運転者に
シートベルト着用・飲酒運転の禁
止などを訴え、重大事故の発生
を防止します。

□交通事故の減少並びに死亡
事故ゼロを目指します。

まちづくり推進室
天白警察署

具体的な取組内容 目標

☆ 交通安全
具体的な取組内容 目標
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番号 事業・取組 担当部署

21
交通安全ヒヤリ・
ハット地図の作
成

□交通指導員・職員等からの情報
を元に区内の通学路、交差点等
における危険・注意箇所のポイン
トを洗い出して、各学区ごとのヒ
ヤリ・ハット地図を作成し、新入学
児童に配布すると共に、地域へ
お知らせします。

□地域におけるヒヤリ・ハットポ
イントを周知することにより、
交通事故の減少並びに死亡
事故ゼロを目指します。

まちづくり推進室

22
自転車における
交通安全啓発

□自転車に「ゆずリンリン」を取り付
けることにより歩行者へ注意喚起
し、事故防止の一助とします。
（特に区内の自転車通学の高校
生への協力を求めます。）

□歩行者と自転車が競合する
歩道において、お互いの存在
がわかるようにすることで、自
衛や譲り合いの意識を持って
いただくことに努めます。

まちづくり推進室
天白警察署

23
交通安全総決起
大会の開催

□今年中の交通安全運動の振り返
りと次年度への取組並びに年末・
年始の交通事故防止を呼びかけ
るため、12月の交通安全運動期
間中に開催します。

□区と警察が連携して事故防止
への取組みを強化すると共
に、家庭、職場、地域におけ
る交通安全意識を高めます。

まちづくり推進室
天白警察署

具体的な取組内容 目標

ゆ ず リ ン リ ン

14



□

◎ 生活環境

◎ 青少年健全育成

番号 事業・取組 担当部署

24 食の安心・安全

□最新の食品衛生情報を食品業者
への監視指導時やホームペー
ジ、広報なごや等の媒体を通じて
広く提供します。 また、食の安
心・安全対策について、区民や事
業者との情報・意見交換を積極
的に行います。

□

□

□

飲食店等の監視指導や区民
への適切な情報提供により区
内の食中毒発生「０」を目指し
ます。

輸入食品の農薬等の違反に
対し、迅速に措置して区民の
食卓に上らないようにします。

区内の食品事業者への情報
提供により、期限等の表示違
反「０」を目指します。

保健所生活環境
課

25

天白区「犬のマ
ナー良くし隊」（フ
ン放置防止な
ど、犬の飼い方
のマナー向上啓
発事業）

□モデル学区を選び、犬の散歩が
多い薄暮時間帯に、揃いのベス
トを着用して、啓発グッズを配付
しながら啓発パトロールを行いま
す。

□今年度2学区でパトロール事
業を実施します。（19年度まで
に5学区実施済）

保健所生活環境
課

快適なまちづくり

快適なまちづくりを実現するためには、区民の一人ひとりが、マナーやルールを守ること
が基本になり、その想いや取組を周囲に広げていくことが大切です。
地域では、ごみ減量や清掃活動等が積極的に展開されています。
現在及び将来の区民が健康で安全かつ快適な生活ができる良好な環境を確保し、雑草・ご
みのポイ捨て・不法投棄・犬のふん害等を防止するため、区民・ボランティア・事業者・行
政が一体となって、快適なまちづくりに取り組んでいきます。

次代を担う青少年が健やかでたくましく成長することは全ての市民の願いです。
現在、区内各地域では、「地域の子どもは地域でまもり育てる」という視点から、「登下
校時の声かけ運動」や「地域パトロール」など、さまざまな活動が行われています。
今後、地域・学校・関係機関の連携をより深め、子どもたちが安心して成長できるまちづ
くりを推進します。

☆ 生活環境
具体的な取組内容 目標
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番号 事業・取組 担当部署

26 ごみ減量

□生ゴミの減量、古紙・容器包装資
源化の一層の向上を図るため、
町内回覧・地域での説明会、現
場での指導等で区民の皆さんに
働きかけます。

□ごみ減量の意識向上及び一
人一日当たりのごみ収集量を
前年度より減らします。

環境事業所

27
町を美しくする運
動の推進

□地域における町を美しくする運動
を支援するため、清掃対象の空
地所有者に対する清掃依頼・勧
告を実施します。

□雑草・ごみ・ガレキ等で汚れた
空地を減らし、生活環境を悪
化させないよう適切な管理に
努めます。

まちづくり推進室
環境事業所
土木事務所

28 不法投棄の防止

□

□

□

不法投棄防止パトロール（昼間・
夜間）を実施します。
不法投棄者が判明した場合は、
撤去指示等を行い、悪質な場合
は警察への通報を行います。
関係機関と連携して、不法投棄
注意箇所の改善策を検討しま
す。

□不法投棄要注意箇所の改善
により不法投棄の収集量を前
年度より減らします。

環境事業所

29
スーパー等での
レジ袋有料化

□ごみの発生抑制の取り組みの一
つとして、「レジ袋はもらわない、
配らない」「マイバッグ持参」とい
う身近な行動から、ごみも資源も
元から減らす運動につなげていく
ために関係機関、事業者、地域
団体等とキャンペーン活動等を
実施します。

□

□

「ごみも資源も元から減ら
す」意識を向上させます。

参加店でのレジ袋お断り率を
高くすることを目指します。

まちづくり推進室
環境事業所

番号 事業・取組 担当部署

30
「地域における
世話やき運動」
の推進

□「区民まつり」「天白川緑地を走る
会」「なごやかウォーク」や各種団
体の行事等多くの区民が集う機
会に、「地域における世話やき活
動」の啓発活動を行います。

□「地域の子どもは地域でまもり
育てる」と言う意識を高めま
す。

まちづくり推進室

31
青少年区民大会
の開催

□区民並びに各種団体に広く呼び
かけ、講演会･上映会等青少年
健全育成について啓発を呼びか
けるため、毎年1月に開催しま
す。

□区民総ぐるみで青少年健全
育成の機運を盛り上げます。

まちづくり推進室

32
「青少年すこや
かポスター」の募
集及び展示

□区内の小・中学校の児童生徒に
対してポスターを募集し、区役所
ロビー、市民ギャラリー等で作品
展示を行い啓発します。

□様々な機会を捉えて、ポス
ターを広く区民の皆さんに見
てもらい、青少年健全育成の
意識高揚を図ります。

まちづくり推進室

目標

具体的な取組内容 目標

☆ 青少年健全育成

具体的な取組内容
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◎ 子どもにやさしいまちづくり

◎

◎

番号 事業・取組 担当部署

1 すくすく訪問

□ 地域担当の児童委員と主任児
童委員が、第一子が誕生した世
帯を対象に生後３～６ヶ月の間に
訪問し、すくすくサロンなど地域
の子育て情報の提供や子育てに
対する不安を解消します。

□地域担当の児童委員と主任
児童委員の研修や情報交換
を積極的に進めます。

民生子ども課

2 すくすくサロン

□ 主任児童委員が中心となり、乳
幼児をもつ親とその子が気軽に
集い交流する場を１６学区全部で
開催します。

□サロン間の交流やプログラム
の充実を図ります。

民生子ども課
保健所保健予防
課

施策２ 人にやさしいぬくもりのあるまちづくり

具体的な取組内容 目標

“子育てしやすいまち天白”をめざし、子どもを生み育てることの喜びと楽しさを実感で
きるよう、民生委員・児童委員・主任児童委員や地域の子育て支援グループなどと協働し、
子育てを支援します。
また、地域での世代間の交流の場づくりや子ども会活動の支援をすすめるとともに、援助
の必要な子どもに対するサポートや、妊産婦・乳幼児をはじめ、母と子どもの健康づくりを
すすめます。

高齢者や障害者にやさしいまちづくり

高齢者が地域で、健康で生きがいの感じられる生活ができるよう、健康づくりや介護予防
事業、老人クラブ活動の支援をすすめます。また、援助の必要な高齢者や障害者について
は、介護保険や障害者自立支援の円滑な実施を行うとともに、関係機関とのネットワークづ
くりに努めます。
さらに認知症高齢者については、地域包括支援センターでサポートするほか、認知症に対
する理解と知識の普及に努めます。

誰もがいきいき暮らせるまちづくり

区民一人ひとりが住みなれた地域で、健康で元気に暮らせるよう、在宅サービスセンター
を開設するとともに、保健と福祉との連携を一層強くして、人にやさしいぬくもりのある地
域づくりを推進します。

☆ 子どもにやさしいまちづくり
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番号 事業・取組 担当部署

3
子育て支援ネッ
トワーク てんぱ
く

□ 主任児童委員や天白子ネットな
ど区内の子育て支援関係機関等
が連携を図り、協力体制をとって
地域に根ざした子育て支援事業
を実施していきます。

□地域密着の情報交換や子育
て支援事業を行うなかで、
ネットワークの強化を図りま
す。

民生子ども課
保健所保健予防
課
社会福祉協議会
児童館
地域子育て支援
センター

4
中川村での自然
ふれあい体験

□ 天白区の子ども会会員が、「ふ
れあい協定」の交流活動の一環
として、長野県中川村を訪れて農
業体験をしたり、中川村の子ども
たちと交流します。

□より多くの子どもの参加を呼
びかけていきます。

民生子ども課

5
天白おやこ子育
て広場

□天白スポーツセンターの競技場
を使用したバリアフリーの広い会
場で、親子体操や歌遊び、人形
劇、大道芸などみんなで楽しめる
企画を行い、安心して遊んでいた
だきます。子育てをする時に必要
な、行政サービスや子育てに関
する活動を行っているグループも
紹介します。

□

□

年２回開催

若年層が多い天白区で、安心
して子育てが行えるよう、区
内の子育てサークルやグ
ループの活動を充実し、身近
な場所での子育て支援ができ
るようにします。また、三世代
が交流できるコーナーを設け
るなど充実を図ります。

社会福祉協議会
民生子ども課
保健所保健予防
課
児童館
生涯学習セン
ター
天白スポーツセ
ンター

6
「ようこそ天白、あ
んしん子育て」総
合支援窓口案内

□ 妊娠して初めて保健所を訪れ
るご本人や家族の方に、出産や
子育てに関する各種の保健福祉
制度や、ＮＰＯ活動やボランティ
アの情報、地域の催しなどを、
「天白の子育て情報」として紹介
し、安心して子育てできるようサ
ポートします。

□「子育てに関するなんでも情
報」を提供できるよう、区内の
関係事業者はもとより、保健
所と福祉部が一体となり、さら
にはNPOやボランティアサー
クルとも一層の連携を進め、
各種相談や支援を行います。

保健所

7 親と子の食事教室

□これまで乳児のみを対象としてい
た「赤ちゃんの食事教室」で、親
の食事についても併せて指導し、
家族トータルで食事指導・栄養指
導を行います。

□

□

年６回

１回につき１５組の親子を募
集します。

保健所保健予防
課

具体的な取組内容 目標
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番号 事業・取組 担当部署

8
歯の一日健康セン
ター

□天白区歯科医師会との共同事業
として、就学前の乳幼児とその保
護者に検診・フッ化物塗布・歯科
相談・歯みがき指導を行うほか、
新たに栄養指導コーナーを設
け、口腔衛生と食事指導を併せ
た健康教育を行います。 多くの
親子に参加していただくため、歯
の衛生週間の日曜日に開催しま
す。

□1,200人以上の参加を見込み
ます。

保健所保健予防
課

9 思春期保健事業

□区内の小・中・高校などと共同し
て「思春期セミナー」や「禁煙教
室」を実施し、妊娠・出産の大切
さや喫煙と健康の関係などを若
年期のうちから理解した次世代を
育てていきます。

□区内にある多くの学校に呼び
かけ、参加校を増やしていき
ます。

保健所保健予防
課

番号 事業・取組 担当部署

10
てんぱく
特養・老健ネット

□区内の高齢者施設（特別養護老
人ホーム、老人保健施設及び有
料老人ホーム）の職員が、定期
的な会議を通じて情報を共有し
ます。また、区民向けに施設の情
報展を開催し、各施設の概要や
費用などを掲載した案内を作成
して配布します。

□市内初の試みとして始められ
た区内の高齢福祉施設の連
携について、今後も新設の施
設や新たにグループホームな
どにも参加を呼びかけ、入所
に関する情報の発信を通じ
て、天白区内の高齢者福祉
の増進に一層寄与することを
目指します。

福祉課

☆ 高齢者や障害者にやさしいまちづくり
具体的な取組内容 目標

具体的な取組内容 目標

情報展のようす
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番号 事業・取組 担当部署

11
高齢福祉のネッ
トワークづくり

□

□

高齢者に対する虐待へ迅速に対
応する虐待防止対策として、関係
機関の職員が集まり支援会議を
開催し、対応策を検討します。

地域団体で行われているひとり
暮らし高齢者の見守り活動や民
間事業者によって行われている
高齢者の見守り活動と協力して、
関係機関が共同で見守るネット
ワークを構築していきます。

□

□

□

世帯に関係する実施機関の
機動力、専門性、実効性を高
めていきます。

関係機関が情報を共有して、
孤立死などが発生しない仕組
みを整えていきます。

1学区でネットワークづくりを
開始します。

福祉課
保健所保健予防
課

12

障害福祉のネッ
トワークづくり

□天白区障害者地域自立支援協
議会を開催し、障害者の地域で
の自立した日常生活・社会生活
を支援するため、区内の障害者
福祉関係者が集まり、障害福祉
のシステム作りに関し協議を行
います。

□地域の障害者への相談支援
事業を適切に実施するため、
地域の関係機関のネットワー
クの強化と、関係機関相互の
情報共有・情報交換を促進し
ます。

福祉課
保健所保健予防
課
社会福祉協議会

13
介護保険のネッ
トワークづくり

□

□

地域包括ケア推進会議を開催
し、福祉、医療、保健、行政によ
り、ネットワークを構築し、高齢者
の支援を進めるための協議を行
います。

居宅介護支援事業者連絡会や
介護ネットを開催し、居宅介護支
援事業者及び地域包括支援セン
ターと連携して、情報提供や学習
会を行います。

□

□

高齢者が、より慣れ親しんだ
地域で心豊かに過ごしていけ
るよう連携していきます。

介護保険にかかる事業を展
開する事業者の資質の向上
を図り、区民に質の高い介護
サービスを提供できるよう一
層の充実を図ります。

福祉課
保健所保健予防
課
社会福祉協議会

14
社会福祉施設に
対する総合生活
衛生指導

□特別養護老人ホームなどの施設
管理者に対して、生活衛生全般
について合同で講習会や立入指
導を実施します。

□

□

□

全施設におけるレジオネラ症
発生「０」を目指します。

全施設の６％をエコ事業所に
します。

全施設における食中毒の発
生を「０」を目標とします。

保健所生活環境
課

具体的な取組内容 目標
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番号 事業・取組 担当部署

15
在宅サービスセ
ンター

□天白区における福祉活動と在宅
保健福祉の拠点として、保健福
祉サービスの提供を行うとともに
ボランティア養成などに取り組み
ます。

□現在の区社会福祉協議会の
事務室の同フロアーを借り増
しし、早急に改修を行い、年
度内に開設します。

社会福祉協議会

16

シルバーパワー
を活用した地域
力再生事業及び
地域福祉推進協
議会活性化支援
試行事業

□今後増加する団塊の世代を中心
としたシルバー世代を対象に、ボ
ランティア活動を通じて、地域で
の福祉ニーズを地域で解決する
助け合いの仕組みづくりを構築
するとともに、学区内の地域福祉
推進の中心となる「地域福祉推
進協議会」への支援を行います。

□区内で、モデル２学区を選定
し、支えあい事業の展開をし
ます。新たにポイント制度を創
設し、ボランティア活動の時間
数に応じて、ポイントと付与
し、地元の地域福祉推進協議
会や、ボランティアグループに
寄付できるようにします。地域
福祉推進協議会活動に協力
し、地域の福祉ニーズ調査を
実施し、新たな事業展開を行
います。

社会福祉協議会

17
天白お出かけふ
れあい講座

□保健・福祉の話ならお任せくださ
い。地域のサークルや集まりなど
に、講師として保健や福祉の専
門家を派遣します。

□区民の皆様に、元気と安心を
お届けします。

民生子ども課
福祉課
保険年金課
保健所
社会福祉協議会

18
天白こらぼれい
と元気サロン

□赤ちゃんから高齢者まで、身近な
場所でみんなが楽しく集まれる、
元気いっぱいのサロンを地域の
みなさまと一緒に開催します。

□地域の皆様を保健・福祉の関
係機関が連携してサポート
し、１か所開催します。

民生子ども課
福祉課
保健所
社会福祉協議会

19
てんぱく
健康福祉サミット

□天白区内の保健と福祉の関係機
関のトップが集まり、区民の健康
と福祉について、話し合います。

□第１回目を開催します。よりよ
い保健・福祉のサービスが提
供できるよう関係機関の連携
を深めます。

民生子ども課
福祉課
保健所

20
区民健康づくり
セミナー

□区民が自らの健康意識を高め、
日常生活の中で、がんや糖尿病
等の予防対策や健康寿命を伸ば
すための｢健康づくり講演会｣を、
地元大学や病院、天白区医師会
と協働で実施します。

□初年度は地元病院と協働で
実施します。

保健所保健予防
課

☆ 誰もがいきいき暮らせるまちづくり
具体的な取組内容 目標
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番号 事業・取組 担当部署

21 出前健康教室

□

□

保健所職員が地域の団体やグ
ループなどの要望により、希望の
場所に出向き、健康づくりに役立
つ話や運動などを紹介します。
（15～30分程度の健康教育）

市民の健康づくりのために新た
に作られた「なごや健康体操」も
広く紹介していきます。

□初年度は年間１０回程度、開
催します。

保健所保健予防
課

22
公共交通機関に
おけるバリアフ
リー化の推進

□地下鉄駅においてエレベーター
などにより、ホームから地上ま
で、車いすでスムーズに移動でき
る経路を、少なくとも1経路確保す
るとともに、多機能トイレを整備し
ます。

□塩釜口駅にエレベーター及び
多機能トイレを設置します。
（平成21年度完成予定）

交通局

23
地下鉄案内表示
の改善

□地下鉄案内サインの整備及びサ
インマニュアルにあわせた改修
などによる案内サインを充実しま
す。

□植田駅の改修を行います。
交通局

具体的な取組内容 目標
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◎

◎

◎

近年、急速な経済成長の中で定着した大量生産・大量消費・大量廃棄型の経済社会活動に
より、人類の生存基盤であるかけがえのない地球環境が損なわれる懸念が生じています。

現在及び将来の世代の市民が健康で安全かつ快適な生活ができる良好な環境を確保するた
め、区民と連携し、生物多様性に資する環境教育の実施、犬のフン放置防止、ごみ減量、不
法投棄防止などに取り組んでいきます。

施策３ 自然を活かし、環境にやさしいまちづくり

市民参画による森・川に親しむ・整備する取り組み

名古屋市の東部丘陵に位置する天白区は、中央を天白川と植田川が流れ、荒池緑地、相生
山緑地、天白公園などのまとまった緑が多く残る、自然環境に恵まれたまちです。

この豊かな自然を生かし、区内の自然をフィールドとして活動している市民グループと天
白区役所等行政機関との連携組織である「天白・もりのフォーラム」、「荒池ふるさとクラ
ブ」や「天白・川辺の楽校」と、市民参画による森づくり・川と触れ合う事業を行っていき
ます。

＊「天白・もりのフォーラム」の構成団体（市民団体）
・荒池緑地を中心に活動・・・平針自然観察会・平針探鳥会
・相生山緑地を中心に活動・・相生山緑地オアシスの森くらぶ・相生山緑地自然観察会
・天白公園を中心に活動・・・てんぱくプレーパークの会
・島田緑地を中心に活動・・・白玉星草と八丁トンボを守る島田湿地の会
・東山公園を中心に活動・・・東山自然観察会
・天白川を中心に活動・・・天白・川辺の楽校
・環境との共存社会での音楽をテーマに活動・・・天白・エコアンサンブル

農とのふれあい

この地域は古くから農業が盛んな場所であったため、天白区内には農地が多く残ってお
り、梅、にんじん、たまねぎ、かぼちゃなどが主に生産されています。また、荒池緑地に
は、農業技術の普及・指導を行い、農業に親しむ機会の少なくなった市民に、農業に親しみ
ながら、ゆったりと憩うことのできる施設として昭和40年4月1日に開設された、農業セン
ターがあります。

こういった、農に対して恵まれた環境を生かし、区民利用農園の推進、農産物品評会・農
業祭の実施、農業センターでのガイドボランティアによる来園者への案内や農業体験などの
事業を推進し、区民と農とのふれあいを増大させ、農業を振興します。

環境にやさしい取り組み
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番号 事業・取組 担当部署

1
「もりのフィール
ドサーキット」

□小学生以上の一般の方を募集
し、天白・もりのフォーラムの各団
体と協働して、参加者と一緒に自
然観察会、探鳥会やウォーキン
グ、竹林整備などを行う、「もりの
フィールドサー キット」を開催しま
す。

＊「天白・もりのフォーラム」…区内の自
然をフィールドとして活動している市民グ

ループと行政機関の連携組織

□観察会などを年7回ほど開催
し、市民が身近な自然に目を
向け、自ら育てていく意識を
高めます。

まちづくり推進室

2

「天白・もりの
フォーラム」と市
民が交流するイ
ベント等

□天白・もりのフォーラムと協働し
て、身近な自然に親しみ、市民と
交流するイベントを開催します。

□区民等の、天白区への自然
への関心、自然を大切にしよ
うとういう気持ちを育てる手助
けをします。

まちづくり推進室

3
「荒池ふるさとク
ラブ」の活動支
援

□荒池なごやかファームの整備に
ついて、「荒池ふるさとクラブ」と
協働して、市民の主体的な活動
を支援します。

＊「荒池ふるさと村づくり」を目指し、名古
屋市と協働して、荒池緑地の整備を行う

市民団体

□子どもを対象とした荒池緑地
の整備などを内容とした、荒
池こども森づくりの開催（年3
回程度）を支援し、区民等の
荒池緑地の自然に対する関
心を高めるとともに、緑地の
整備を進めます。

まちづくり推進室

4
天白プールの
ヤゴ救出作戦

□天白・川辺の楽校が行う、子ども
を中心とした一般参加者を対象
に、天白プールのプール開き前
に行う、トンボの幼虫「ヤゴ」を救
出する行事を支援します。

□参加者が楽しみながらヤゴを
救出することを通じ、区民等
の身近な生物や自然を大切
にする気持ちを育みます。

まちづくり推進室

5
天白川の生き物
観察と川遊び

□天白・川辺の楽校が、子どもを中
心とした一般参加者を対象に行
う、天白川で魚を捕まえて観察し
たり、ゴムボートなどで川を下っ
たりする行事を支援します。

□参加者が楽しみながら魚の観
察や川くだりすることを通じ、
区民等の身近な生物や自然
を大切にする気持ちを育む手
助けをします。

まちづくり推進室
保健所生活環境
課

☆ 市民参画による森・川に親しむ・整備する取組
具体的な取組内容 目標

探鳥会（荒池緑地）

竹林整備（荒池緑地）
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番号 事業・取組 担当部署

6
天白川クリーン
大作戦

□天白・川辺の楽校が、学区、一般
参加者とともに行う、天白川の川
辺をきれいにしながら楽しく歩く
行事を支援します。

□参加者が楽しみながら川辺を
きれいにすることを通し、区民
等が天白川の自然の大切さ
を再認識するとともに、川辺
の清掃を行います。

まちづくり推進室
保健所生活環境
課

7

天白川の上流域
の自治体、団
体・住民等と協
働した川に関す
る行事

□天白・川辺の楽校及び天白区役
所が、天白川の上流域である日
進市の市民団体及び日進市役
所と協働して、天白区民・日進市
民の子どもを中心とした一般参
加者を対象に行う、天白川の源
流・下流の行事を行います。

□天白区民・日進市民が天白川
の自然の大切さを再認識し、
行政区域を越えた、天白川の
自然保護の関心が高まる活
動を支援します。

まちづくり推進室

8
天白区の豊かな
自然を活かした
講座

□区内の自然をフィールドとして活
動している市民グループなどと協
働して、区内の豊かな自然に関
する講座を開設します。

□参加者の身近な自然に関す
る関心を高めます。

生涯学習セン
ター

番号 事業・取組 担当部署

9
市民参画によ
る、農業とふれ
あう事業の推進

□天白区とふれあい協定を締結し
ている長野県中川村での子ども
会の農業体験等、天白区民がふ
れあう事業を支援します。

□年1回の中川村での子ども会
の農村体験等、天白区民が
農業とふれあう事業を支援
し、農に触れる楽しさを体験し
ていただきます。

まちづくり推進室
民生子ども課

10
区民利用農園の
推進

□公的団体と協力して、農家開設
型農園の拡大、区民の農に触れ
合う機会の増大に努めます。

□農に関わりを持ちたいと思っ
ている区民の、農にふれあう
機会が増えるようにします。

総務課（農政）

11
農産物品評会・
農業祭の実施

□農産物の品評会や即売等の農
業祭を実施し、農業に対する啓
発や農家の栽培意欲を高めま
す。

□区民の、区内の農産物に対
する認識と農業に対する理解
を深めます。また、農家の農
産物の栽培意欲を高めます。

総務課（農政）

目標具体的な取組内容

☆ 農とのふれあい
具体的な取組内容 目標
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番号 事業・取組 担当部署

12

農業センター
ガイドボランティ
アによる来園者
への案内

□

・

・

農業センターに、園内の見所を
案内するガイドボランティアを新
たに設置し、来園者へ案内を行
います。

園内の見所：しだれ梅、ベゴニ
ア、 名古屋コーチン、牛放牧
場、愛知の伝統野菜（八事五寸
ニンジン)、キッチンガーデン等
ガイドボランティアの募集、選考、
研修を行い、来園者への案内を
始めます。

□ガイドボランティアを新たに設
置し、来園者へ案内を行いま
す。

農業センター

13
農業センターに
おける農業体験
の充実

□農業センターの農業体験を通し
て、農業に親しみを持っていただ
きます。
・親子乳搾り教室
・夏休み酪農体験（アイスクリー
ム作り、乳搾り体験）
・バター、アイスクリーム手作り教
室
・羊の毛刈り
・小動物ふれあい広場
・名古屋コーチンのヒヨコとのふ
れあいタイム
・タケノコ狩り
・野菜の栽培実習
・親子栽培体験教室（野菜）
・豆腐作り教室
・野菜の収穫体験（随時）

□来園者要望に応え、見る農業
公園から体験できる農業公園
への充実を図ります。

農業センター

番号 事業・取組 担当部署

14
生物多様性に向
けた環境教育等

□

□

水辺の生き物観察教室、天白川
クリーン大作戦を天白・川辺の楽
校と協働実施し、生物多様性に
資する環境教育を実施します。

ツル性植物による緑のカーテン
づくりを区役所から始めてコミュ
ニティセンターに広げていきま
す。

□

□

天白・川辺の楽校との協働の
事業を通じ、市民の生物多様
性への取組みが高まることに
努めます。

天白区役所と1学区のコミュニ
ティーセンターで緑のカーテン
づくりを実施します。

保健所生活環境
課
まちづくり推進室

目標

☆ 環境にやさしい取組
具体的な取組内容

具体的な取組内容 目標

しだれ梅(農業センター）

小動物ふれあい広場
(農業センター）
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番号 事業・取組 担当部署

15
水辺環境の保護
等

□市民団体、学区、学校、愛知県
等行政機関で組織する「天白区
水辺協議会」において、天白区に
おける、多様な生き物がすむ良
好な水辺環境の保護等ために、
一堂に会して調整し、子どもの水
辺での環境学習や体験活動を支
援します。

□天白川に、子どもが川で遊ぶ
場合の注意及びマナーなどを
掲載した看板を設置します。

まちづくり推進室
保健所生活環境
課
生涯学習セン
ター
土木事務所

16
環境デーなごや
２００８

□

□

6月7日を中心に、地域団体や地
元大学などと協働して、ごみ減量
や地球環境問題に関心を持って
いただくキャンペーンや啓発行事
を行います。

多数の区民が来場される区民ま
つりをとらえて、ごみ減量や地球
環境問題に関心を持っていただく
啓発を行います。

□区民のごみ減量や地球環境
問題の関心を高めます。

まちづくり推進室
保健所生活環境
課
環境事業所

17

天白区犬のマナ
良くし隊（フン放
置防止など犬の
飼い方のマナー
向上啓発事業）
（再掲）

□モデル学区を選び、犬の散歩が
多い薄暮時間帯に、揃いのベス
トを着用して、啓発グッズを配布
しながら啓発パトロールを行いま
す。

□今年度2学区でパトロール事
業を実施します。（19年度まで
に5学区実施済）

保健所生活環境
課

18
ごみ減量
（再掲）

□生ごみの減量、古紙・容器包装
資源化の一層の向上を図るた
め、町内回覧・地域での説明会、
現場での指導等で区民の皆さん
に働きかけます。

□ごみ減量の意識向上及び一
人一日当たりのごみ収集量を
前年度より減らします。

環境事業所

19
不法投棄の防止
（再掲）

□

□

□

不法投棄防止パトロール(昼間、
夜間)を実施します。

不法投棄者が判明した場合は、
撤去指示等を行い、悪質な場合
は警察への通報を行います。

関係機関と連携して、不法投棄
要注意箇所の改善策を検討しま
す。

□不法投棄要注意箇所の改善
により不法投棄の収集量を前
年度より減らします。

環境事業所

20
スーパー等での
レジ袋有料化
（再掲）

□ごみの発生抑制の取り組みの一
つとして、「レジ袋はもらわない、
配らない」、「マイバッグ持参」と
いう身近な行動から、ごみも資源
も元から減らす運動につなげて
いくため関係機関、事業者、地域
団体等とキャンペーン活動等を
実施します。

□

□

「ごみも資源も元から減ら
す」意識を向上させます。

参加店でのレジ袋お断り率を
高くすることを目指します。

まちづくり推進室
環境事業所

具体的な取組内容 目標

クリーンキャンペーン
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◎

◎

◎

施策４ にぎわい、交流と絆を創出するまちづくり

にぎわいの創出

毎年秋に、天白公園で、区民まつりが開催されます。
これは、天白区の学区、各種団体が実行委員会を組織し主催する、年1回の区民手づくりの
まつりです。
昨年度は、区内の大学・高校とも連携し、子どもが楽しめる企画、環境に関する企画など
も含めたステージ、模擬店、フリーマーケットが催され、多くの人で賑わいました。
今後も多くの人で賑わう区民まつりを開催し、区民自身の情報発信の場、交流の場、新た
な地域活動の契機となる場としての発展に努めます。

また、商店街と連携し、「天白姫行列」、「にっぽんど真ん中祭り（バリ・バリ平針パ
レード）」などの開催を支援し、魅力あるまちづくりを進めます。

交流と絆のあるまちづくり

生涯学習センターでは、地域と一体となった主催講座の充実、自主グループによる講座開
設の支援などを行い、地域に根差した講座の開設を進めるとともに、生涯学習に関する情報
や学習成果を地域に活かすよう努めます。
また、今後大幅な増加が見込まれる団塊世代の能力活用への取り組みを進めます。

「安心・安全で快適なまちづくり運動」など、学区その他地域活動を支援し、絆のあるま
ちづくりを目指します。

ガイドボランティアが行う、区内の史跡などを案内する散策会や歴史に関する講演会な
ど、区の歴史などを情報発信する活動を支援します。

区内で活動している各種スポーツ・文化団体の活動が活性化し、区民相互の交流が広ま
り、にぎやかな雰囲気が創出されるよう支援します。また、区民一人ひとりが、生きがいを
持って心身ともに健康な市民生活を送ることができるよう努めます。
＊ 区内各種団体の構成
体育指導委員連絡協議会、地域女性団体連絡協議会
レクリエーション・バレーボール連絡協議会、ソフトボール連絡協議会
バドミントン連絡協議会、レクリエーション・インディアカ連絡協議会
グラウンド・ゴルフ協会、軟式野球連盟、剣道連盟、空手道連盟、ゴルフ連盟
男女レクリェーション・バレーボール連絡会
華道クラブ

区内の大学・高校、ふれあい協定を締結している長野県中川村、天白川上流の日進市との
交流を促進し、天白区を活気があり、にぎわいのあるまちにします。

地域に密着した生涯学習の推進
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番号 事業・取組 担当部署

1 区民まつり

□

□

区民・諸団体の協働・交流の場
として、更に幅広い区民・諸団
体の参加を促し、区民が運営
の中心となった、区民手づくり
のベントとして定着させます。

多くの区民が参加する機会をと
らえて、区民と協働して、安心
安全ななまちづくりや地球環境
問題などの啓発を行います。

□年1回、区民まつりを開催し、そ
のまつりが規模・内容ともに市
内で有数のものであり、多くの
区民が交流する場となるまつり
にします。

まちづくり推進室

2
商店街等の地域
イベントの活動
支援

□商店街と連携して、「天白姫行
列」、「にっぽんど真ん中祭り
（バリバリ平針パレード）」等地
域イベントの「広報なごや」によ
るＰＲ及び開催の支援を行いま
す。

□商店街と連携した地域イベント
への、より多くの参加者を目指
します。

まちづくり推進室

番号 事業・取組 担当部署

3
コミュニティセン
ターの整備支援

□現在のコミュニティセンターの
整備状況は、16学区中14学区
に整備（準コミュニティセンター
含む）され、1学区が未整備・1
学区が建設中です。未整備学
区･建設中学区及び21年度に
分割が予定される新学区にお
けるコミュニティセンターの整備
について、地域、関係機関等と
連携して建設促進活動を支援
します。

□全学区のコミュニティセンター整
備促進を目指します。

まちづくり推進室

4
町内会・自治会
加入促進支援

□市外転入者に対する町内会加
入案内チラシの配布、広報なご
やや区ホームページでの啓発
を通じてＰＲを行い、加入促進
を図ります。

□地域と協働して加入促進を図り
ます。

まちづくり推進室

5
地域活動及び新
設学区設立支援

□地域における「安心・安全で快
適なまちづくり運動」、地域・ま
ちづくり協議会・関係機関と協
働して活動を支援します。ま
た、新設予定学区の設立につ
いても、準備等支援します。

□地域と協働して、「安心･安全で
快適なまちづくり」を目指しま
す。

まちづくり推進室

☆ 交流と絆のあるまちづくり
具体的な取組内容 目標

具体的な取組内容 目標

☆ にぎわいの創出
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番号 事業・取組 担当部署

6 史跡散策会

□「天白ガイドボランティア歴遊
会」が、一般公募参加者ととも
に区内の散策路を歩き、史跡
などを案内する「史跡散策会」
の開催を支援します。

*天白ガイドボランティア歴遊会・・・区
内の 歴史・自然などの説明をしなが
らガイドしたり、その他区内の歴史、自
然、人など、広く地域の魅力を発掘し
て多くの区民に伝えたりする市民団体

□年2回ほど史跡散策会を開催
し、天白区内の歴史やみどころ
などを、区民等へ広く情報発信
します。

まちづくり推進室

7
区内の歴史に関
する講演会等

□ガイドボランティア歴遊会が行
う、区の歴史等に関する講演会
などの開催や情報誌の発行を
支援します。

□区民等が区の歴史等に関心を
持ち、区に、より愛着が持てる
ようになることを目指します。

まちづくり推進室

8
他区のガイドボ
ランティア団体と
の連携

□今後の天白区内でのガイドに
活かすためにガイドボランティ
ア歴遊会が行う、他区のガイド
ボランティア団体とのガイド方
法の情報交換等の支援をしま
す。

□ガイドボランティア歴遊会が、区
民等へ、よりよいガイドを行える
よう支援します。

まちづくり推進室

9
区内の伝統芸能
等を担う人づくり

□区内の伝統芸能や特色ある文
化・産業（八事の蝶々（天白区
の伝統玩具）、平針木遣り音頭
等）を担う人づくりを支援しま
す。

□区内の伝統芸能や特色ある文
化・産業が、より盛んになるよう
にします。

まちづくり推進室

10
各種スポーツ・
文化団体の活動
支援

□各種スポーツ団体の大会や文
化団体の展覧会・発表会など
の開催にあたり、各種団体との
交流を通して円滑な運営を支
援します。

□区民相互の交流が広がり、生き
がいを持って、心身ともに健康
で文化的な市民生活が送ること
ができるよう努めます。

まちづくり推進室

11

市民団体と連携
した人権尊重・
男女平等推進事
業の推進

□「eコールてんぱく」や大学等と
協力して、講演会等の開催を
支援し、「人権尊重のまちづくり
事業」や「区における男女平等
推進事業」を推進します。

＊eコールてんぱく・・・行政機関と協働
して男女共同参画社会の実現を推進
することを目的とした市民団体

□区民等の人権や男女平等を尊
重する意識が高まる支援をしま
す。

まちづくり推進室

具体的な取組内容 目標

天白川緑地を走る会
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番号 事業・取組 担当部署

12
他の自治体との
農体験などを通
じた交流

□天白区とふれあい協定を締結
している長野県中川村村民と
天白区民との相互交流、子ども
会等が中川村で行う農体験な
どのふれあい事業を支援しま
す。

□中川村との交流を促進します。
まちづくり推進室

13

他市及び他市の
市民団体との天
白川を通した交
流

□治水面や環境面で天白区民と
かかわりあいが深い、天白川
上流の日進市及び同市の市
民・市民団体と天白・川辺の楽
校や天白区民との交流事業を
支援します。

□天白川流域自治体である日進
市民との交流を促進します。

まちづくり推進室

14
区内四大学との
連携

□区内の四大学と、区主催・共催
の行事（区民まつり）、講演会、
防犯、防災、環境、生涯学習セ
ンターの講座等、多方面で連携
を進めます。

□区内四大学と、多方面で、連携
が促進されるようにします。

まちづくり推進
室、総務課、
生涯学習センター

15
区内の高校との
連携

□区内の高校と、区民まつり等、
区が関連している事業におい
て連携します。

□区内の高校との連携を促進しま
す。

まちづくり推進室

16
各種団体の情報
交換の促進

□区のホームページ等を媒体とし
た、学区等各種団体の活動内
容等の情報交換の促進を検討
します。

□学区等各種団体の活動内容の
情報交換が促進されるようにし
ます。

まちづくり推進室

番号 事業・取組 担当部署

17
地域と一体と
なった主催講座
の充実

□主催講座については引き続き
地域との結びつきを重視すると
ともに、新たに「なごや学マイス
ター講座」を実施し、学習成果
を地域で活かすことを目指しま
す。

□

□

□

なごや学マイスター講座を年間
1講座実施します。
地元大学との共催講座を増や
し、年間3講座の実施を目指し
ます。
講師については地元の人材か
らできる限り起用します。

生涯学習センター

18
団塊世代の退職
者の地域への能
力活用

□今後大幅な増加が見込まれる
団塊世代の退職者等に対し
て、地域への能力還元を目指
した取り組みを進めます。

□自己の能力を地元で活かした
い退職者等の募集を準備する
など、人材登録制度の整備を
進めるとともに、能力を活用し
た活動の場を提供するための
準備を行います。

生涯学習センター
まちづくり推進室

19
センターにおけ
る自主グループ
等に対する支援

□自主講座の開設など、センター
で活動する自主グループに対
して、運営全般にかかる支援を
行うとともに、活動の発表の場
であるセンターまつりの活性化
に努めます。

□

□

グループ自主講座を年間１０グ
ループ程度が開設できるよう支
援します。
センターまつりの内容等を充実
させ、まつりの来場者が増える
ように努めます。

生涯学習センター

具体的な取組内容 目標

☆ 地域に密着した生涯学習の推進

具体的な取組内容 目標
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◎ 窓口サービスの拡大・充実

◎

◎

施策５ 親しまれる区役所づくり

転入転居等住民の皆様の異動が多い時期や、平日には区役所へ来ることが困難な方が手続
きできるように、原則月１回日曜日の午前（8時45分～12時）開庁するとともに、区役所以
外の場所での手続きの方法をご案内いたします。
混雑する市民課窓口において、証明発行と届出受付の窓口分離、受付番号札による先着順
の受付、混雑時の待合フロアーにおけるご案内など、円滑な窓口事務に取り組みます。

区民の声を反映した窓口サービスの改善

区民の皆様と区役所の接点となる窓口においては、利用者の皆様の立場に立って、わかり
やすさ、待ち時間の短縮、親切かつ適切な応対等、お客様に喜ばれる窓口サービスの提供に
努めます。
区民の皆様への窓口アンケートを実施し、職員の窓口応対の改善に取り組みます。

広報・広聴の充実

区政モニターを公募して、区の施策に関する認知度・意見・要望を把握して、区の施策に
適切に反映されるようにします。
区政協力委員会はじめ地域の皆様や、区内の各種団体の皆様との連携を密にして、区政の
重要課題について提言をいただき、区政運営に活かします。
区民の皆様に区の情報が的確に周知されるよう、各種の広報媒体を通じた情報提供に取り
組みます。
また、区の幹部職員が地域へ出向いて、区政の課題等をお知らせする機会を設けるととも
に、その際に区民の皆様の生の声をお聞きし、区政運営に役立てます。

32



番号 事業・取組 担当部署

1
窓口取り扱い時
間の拡大

□

□

転出入届とこれにともなって生じ
る各種の届出等について、毎月
１回、日曜日の午前（8時45分～
12時）に開庁します。

3月下旬から4月初めの住民異動
の多い時期には、日曜日の午前
（8時45分～12時）に開庁します。

□

□

転入転居等住民の皆様の異
動が多い時期に窓口事務を
実施します。

平日には区役所へ来ることが
困難な区民の方が、転入転
出等の手続きができるように
します。

市民課
保険年金課
税務課
納税課
民生子ども課
福祉課

□

□

□

証明発行と届出受付の窓口を分
離します。

受付番号札を発行し、先着順に
受付ける仕組みをつくります。

窓口カウンターや記載台の間仕
切り設置に努めます。

□

□

□

窓口の混雑緩和と待ち時間
の短縮を図ります。

順番待ちで立ったままお並び
いただくことが、できるだけ無
いようにします。

お客様のプライバシー保護に
配慮します。

市民課

□

□

繁忙期などお客様の多い時期
に、待合フロアへ、案内や記載説
明を行う職員（フロアマネー
ジャー）を配置します。

時間のかかる届出受付窓口の
ローカウンター設置に努めます。

□

□

お客様が迷うことなく円滑に
手続きを行えるようにします。

高齢者や障害者の方々にとっ
て利用しやすい窓口としま
す。

市民課
保険年金課

3
住民票等取り扱
い駅の拡大

□お客様サービスの向上を図るた
めに実施している住民票の写し
及び印鑑登録証明書の申請、交
付の取次ぎサービスを拡大しま
す。

□平成20年度に、全市で現在の
地下鉄10駅から30駅に拡大し
ます。区内では、既に実施済
の八事・野並駅のほか原駅で
実施します。

交通局

4
「ワンストップ」窓
口案内運動の推
進

□

□

お客様の案内等をスムーズに行
うため、庁内案内マニュアルを作
成し、職員研修等に活用します。

市民の目線に立った、親切でわ
かりやすい案内窓口を目指すと
ともに、市の事業概要や区内各
公所の事業も案内できる仕組み
を検討します。

□

□

窓口にお見えになるすべての
人々に声かけし、来所の目的
をすばやく把握し、区役所全
体の業務をも視野に入れて窓
口案内する、総合案内窓口を
目指します。

すべての職員が、適切にお客
様の案内などをできるようにし
ます。

全課

具体的な取組内容 目標

☆ 窓口サービスの拡大・充実

2
窓口サービスの

充実・強化
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番号 事業・取組 担当部署

5
さわやか市民
サービス運動の
推進

□

□

□

窓口応対に対して声をいただき、
窓口サービスの改善に努めま
す。

お客様満足度をお聞きする窓口
アンケートを毎年２回実施し、区
民の皆様の評価を反映した改善
に取り組みます。

接遇研修を充実し、職員の接遇
能力とサービス意識の向上をめ
ざした運動を展開します。

□

□

お客様に満足いただけるサー
ビスを提供し、満足度が高い
窓口がつくられています。

窓口アンケートの結果が「満
足」となるように努めます。

全課

6
窓口サービスの
向上

□

□

□

□

気持ち良い窓口応対に心がける
「スマイルガイド」を作成し、あい
さつ運動を推進します。

専門用語はできるだけ使わず、
わかりやすい言葉で、親切・丁寧
に説明します。

苦情があったときは、すみやかに
職場内で話し合い、対応につな
げます。

外国語や手話などができる職員
が所属外でも対応できるような仕
組みをつくります。

□

□

□

お客様の目線・立場に立っ
て、わかりやすい言葉での説
明に努めます。

お客様とのコミュニケーション
力を身に付けます。

外国から来られた方、聴覚障
害をお持ちの方とのコミュニ
ケーションが良好に行われる
職場を目指します。

全課

7
区民の皆様の声を
活かした窓口づく
り

□

□

区役所にお越しの際に、窓口
サービスなどでお気づきになった
ことについて、区民の皆様のご意
見をいただく「明日への提案箱」
を設置します。

日ごろの窓口応接のなかで区民
の皆様が何気なく話された、区や
市に対する意見、要望を職員が
「耳よりカード」として記録し、区と
して対応する仕組みを検討しま
す。

□区民の皆様の声を区役所全
体で共有し、細やかな改善に
つなげ、皆様の声を反映した
窓口づくりに努めます。

全課

☆ 区民の声を反映した窓口サービスへの改善
具体的な取組内容 目標
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番号 事業・取組 担当部署

8
市民課業務の改
善

□

□

□

□

□

天白区では平成２０年９月に戸籍
事務の電算化を実施し、事務の
効率化を図るとともに、窓口・事
務室のレイアウトを変更します。

戸籍の届出書等の記載例をより
わかりやすく充実したものに改良
します。

窓口周辺の広報ポスター・ちらし
を見やすくし、サイズをそろえ、注
目度を上げます。

栄サービスセンターや地下鉄駅
の取次ぎ、郵送請求など窓口以
外のサービスの周知を行いま
す。

異動の多い時期に窓口混雑情報
を提供します。

□

□

□

どこの区・支所においても証
明書等をすぐに発行できるよ
うにし、お客様の利便性を高
めます。

わかりやすい記載見本を用意
し、簡単に届出書・申請書の
記載できるようにします。

PR活動を充実し、区民の皆様
の利便性を高めます。

市民課

番号 事業・取組 担当部署

9
区の広報・情報
提供手段の充
実・多様化

□

□

□

□

市民課フロア、区内市民利用施
設で区の情報を提示します。

新聞・テレビ・コミュニティ紙や
CATVへ積極的に情報提供しま
す。

タイムリーな情報提供、区民の
ニーズや関心が反映されるホー
ムページづくりを行います。

ホームページを活用して、区政に
関する意見や要望・行催事の申
し込みを受け付けるようにしま
す。

□

□

区民に区の情報が周知され
ている、という評価を得るよう
にします。

区のホームページが、見やす
く利用しやすい、という評価を
得るようにします。

まちづくり推進室

10
地域メディアと協
働した広報

□

□

地域コミュニティ紙へ、区役所・警
察署・消防署その他区内の行政
機関が犯罪・交通事故・火災・生
活環境に関する情報を提供し、
定期的に掲載します。

地域コミュニティ紙・CATVへの区
役所からの積極的な情報提供な
どを通し、区役所主催・共催行事
等の区民への広報に努めます。

□

□

防犯・防災・生活環境の改善
が進展するようにします。

区内で行われる行事等につ
いて、区民の認知を高めるよ
うにします。

まちづくり推進室

☆ 広報・広聴の充実
具体的な取組内容 目標

具体的な取組内容 目標
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番号 事業・取組 担当部署

12

地域交通に関す
る、区民とのコ
ミュニケーション
の促進

□区内の市営交通のあり方につい
て、市交通局と区政協力委員や
地域団体代表者等が意見交換
する機会を設定します。

□区民のニーズを、区内の市営
交通に生かすことを目指しま
す。

交通局

具体的な取組内容 目標

11

まちづくり推進室
民生子ども課
保健所

区の施策に関する認知度、意
見や要望を、迅速かつ的確に
把握し、区の様々な施策に適
切に反映されるようにします。

区民の意見・要望で、可能な
ものは実現に向けて取り組み
ます。

□

□

区内在住・在勤・在学の方から区
政モニターを公募し、区の施策に
関する認知度・意見・要望を把握
し、区の施策の参考とし、区独自
の取組をすすめます。

区民がまちづくりなどについて実
践的に話し合い知恵の交換を行
う場として、公募委員も含めた実
行委員会の企画運営により、「区
民のつどい」を開催します（4年ご
とに開催）.

生活環境の整備改善と福祉の向
上を図るため、各学区から選出さ
れた代議員で構成されている「天
白区を住みよくする会」と連携し、
要望活動を支援します。

区政協力委員会、民生委員児童
委員協議会会長会、保健委員会
を、区政運営方針を始め区政の
重要課題について提言をいただ
く場として位置づけ、協働して
様々な課題に取り組みます。

区民と区役所が協働で地域の特
性を活かし、地域の連帯感や個
性を伸ばしたり、地域や民間の
知恵・活力を活かした事業をおこ
なう、「区民との協働まちづくり事
業」については、参加者へのアン
ケートや区民のつどい実行委
員、区政モニターのご意見などを
参考に進めます。・

□

□

□

□

□

区政に関する、
区民とのコミュニ
ケーションの促
進
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番号 事業・取組 担当部署

13
広報なごや区版
の充実

□

□

区民への大事なお知らせや行催
事などの情報を掲載します。ま
た、一方的な情報発信ではなく、
区民のニーズや関心が反映され
る紙面とします。

地域で活動する区民や団体の活
動情報を提供し、活動への参加
を促します。

□区民のニーズが反映され、区
民や団体の活動情報が多く
提供されるように努めます。

まちづくり推進室

14

「おでかけ区役
所」として区長・
部長級職員によ
る出前ミーティン
グの実施

□学区連絡協議会等の学区主催
の会議に区長又は部長級職員
がお伺いし、区政運営の方針を
説明するとともに、区民の生の声
をお聞きするミーティングを実施
します。

□

□

区民のニーズを的確に把握
し、区政運営に反映させま
す。

地域と区との連携を高め、生
の声を把握し、安心安全で快
適なまちづくりの推進を図りま
す。

全課

15
地域担当窓口の
導入

□

□

地域と区役所（行政）との橋渡し
役となる「地域担当窓口」の導入
について検討します。当面「助け
合いの仕組みづくり」に関して地
区担当の取組みを行います。

区の方針や取り組みの総括的な
内容をお伝えし、地域活動や要
望、課題を区の関係部門に的確
につなぐ方策を検討します。

□地域と区との連携を一層高
め、地域の新しい生の声を把
握し、安心安全で快適なまち
づくりの推進を図ります。

全課

16
区の自治的な機
能・総合窓口機
能の強化

□

□

区の自主性・主体性による行政
サービスや区民生活向上を図る
ため、区政の重点的な取組みや
目標を明確にした「区政運営方
針」を策定し公表します。

区の総合調整機能を高めるた
め、「区政推進会議」を活性化し
ます。

□

□

毎年「区政運営方針」を見直
し、地域の課題や要望を踏ま
えて改訂します。また、その推
進のため、区の予算執行を適
切・効率的に行い、自主性・
自立性を発揮します。

区内の行政機関が連携し、総
合的な区政を推進します。

総務課
まちづくり推進室

目標具体的な取組内容
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◎ コンプライアンス（法令遵守）の推進

◎

◎

番号 事業・取組 担当部署

1
コンプライアンス
の推進

□

□

□

□

区行政監理委員会、区情報保護
委員会を定期的に開催します。

区役所全体や各職場での倫理研
修、個別面接を実施します。

適正職務サポート制度の適切な
運営、公平・公正な職務執行の
確保、透明性の高い区政の推
進、組織の自浄能力向上に向け
た取り組みを進めます。

個人情報の漏えいを防止し、文
書の誤送付・誤交付の防止に向
けて、ヒヤリハット、他区事例を参
考に、取り組みを徹底します。

□

□

□

区民の皆様の安心と信頼を
得た仕事ができるよう、区役
所の法令遵守を的確に推進
します。

職員一人ひとりの倫理意識の
向上を図り、不祥事を発生さ
せない職場風土を確立しま
す。

誤送付・誤交付ゼロを目指し
ます。

全課

施策６ 信頼される区役所づくり

具体的な取組内容 目標

当区では、不適正な会計処理による現金等の存在が確認され、区民の皆様の信頼を大きく
損ないました。この現実を真摯に受けとめ、職員が一丸となって信頼を回復できるよう一生
懸命取り組みます。
区民の皆様とともに区政の運営を進めるための前提として、区役所の職員全員の倫理意識
の向上を図り、法令遵守、不祥事を発生させない職場風土の確立を目指します。

区民の意見による改善

区役所の取組みや職員の応対など、区民の皆様からの区政運営に関するご意見を「明日へ
の提案箱」にお寄せいただき、区民の皆様の声を反映させながら区政を推進します。

職場風土の改革・人材育成

区民の皆様の満足度を高めるためには、職員が意欲を持って職務に励むことが大切であ
り、職場の課題を把握して、職員がやりがいを持てる職場にします。
職員の能力を一層高めるため、職場内研修を推進し、職場会議等定期的な情報交換の場を
設け、職務に関する情報を漏れなく共有します。
職場のコミュニケーション環境の醸成や、職場風土や仕事の進め方の改善を行い、職員の
やる気と自信を引き出せる活力ある職場を目指します。

（適正な区政の運営）

☆ コンプライアンス（法令遵守）の推進
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番号 事業・取組 担当部署

2
「明日への提案
箱」の意見に対
する取り組み

□提案箱に投函された区役所や職
員に関するご意見・苦情等を毎
週１回集約し、改善に取り組みま
す。

□区民の皆様の声を受けて区
役所や職員の対応を改善し、
お客様満足度を向上させま
す。

全課

番号 事業・取組 担当部署

3
継続的な事務改
善

□

□

区役所業務について、計画
（Plan)を立て、実施（Do)し、さら
に適切に運用されているか点検
（Check)し、改善が必要な点につ
いて見直し（Action)を行い、継続
的な事務改善の実施を検討しま
す。

さわやか市民サービス運動、す
みやか業務改善運動、すこやか
風土改革運動などの改革改善運
動を実施します。

□職員一人ひとりが、日々の業
務遂行のなかで、小さな事か
ら改善に向けた意識を持つ職
場を目指します。

全課

4
人材の育成、職
員研修の充実

□

□

□

職場内研修（OJT)により、職員と
して業務に必要な知識等のレベ
ルアップを図ります。

職場内の会議（係会等）を活用し
て、区政、市政に関する職員の
視野を広げます。

職員の意識改革を図り、職員が
その職責に応じた責任を果たす
ための、マネジメント能力を高め
ます。

□

□

□

全職場で職場内研修（OJT)を
実践します。

職場の情報交換の場として定
期的（月1回程度）に職場会議
を開催します。

職員に求められる研修の計
画を立て、毎年継続的に実施
します。

全課

☆ 職場風土の改革・人材育成
具体的な取組内容 目標

☆ 区民の意見による改善
具体的な取組内容 目標
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番号 事業・取組 担当部署

5
コミュニケーショ
ン環境の醸成

□

□

□

職員間のコミュニケーションの活
性化と、相互に協力しあう環境を
醸成するため、自由にテーマに
ついて話し合い、知恵を出し合う
場を設けます。

全ての職員が、一層のやりがい
と組織との一体感を持って仕事
に取り組めるよう、市政・区政運
営への認識を共有化する仕組み
づくりを行います。

各職場で朝礼やミーティングを実
施し、連絡事項や仕事の進捗状
況・予定などを確認します。

□区役所組織間、職員間のコ
ミュニケーションを円滑にし、
区の方針や課題を共有化す
るよう努めます。

全課

6
職員の意欲を高め
る風土づくり

□

□

□

職員のやる気や自信を引き出す
ため、職員満足度を調査し、具体
的な課題を把握し、職場改善に
努めます。

応対の基本は、「あいさつ」であ
り、市民の皆様から「ありがとう」
の連鎖をいただけるよう、朝礼な
どで「あいさつ運動」に取り組み
ます。

職員の表彰制度を充実し、職場
の活力を増進します。

□職員が意欲を持って職務に励
む職場を目指します。

全課

7

区長と職員との話
し合いの機会の充
実、庁内一体感の
創出

□

□

□

区の方針や施策・事業などにつ
いて、区長と職員等の対話の機
会を充実します。

課長級、係長級、一般職員それ
ぞれの階層の職員がテーマを決
めて、年間を通じて対話します。

区長が各課に出向き、職員に対
して、組織目標や区として目指す
方向性等について、朝礼時など
に各課を順に訪問し、継続的に
語りかけます。

□

□

区長と職員との間で円滑なコ
ミュニケーションが図られ、相
互の意思疎通が進んだ職場
を目指します。

職員全員の情報の共有化が
図られ、組織目標の共通認識
が確立されている職場を目指
します。

全課

具体的な取組内容 目標
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５ 各課公所（署）の運営方針

１ 区役所

区役所課名 運 営 方 針

総務課 ○ 倫理原則を守り、誇りと使命感を持って仕事ができる職場作

りを目指します。区役所全体としても、この考え方に沿って研

修を実施するなど、職員の倫理意識の一層の向上を図ります。

○ 区民が安心・安全に暮らすことができるよう、発災当初の活

動を始めとした区災害対策本部の役割を果たせる防災体制を

確立します。

また、防災条例の理念を推進するため、区民の皆様の自助・

共助の取り組みに対して支援を行います。

○ 区民が気軽に区役所を訪れることができるよう、庁内の案内

表示を充実させるとともに、庁舎の環境を適切に管理します。

○ 適切な選挙事務体制と、効率的な選挙事務の遂行を確立しま

す。

○ 職場内のコミュニケーションの円滑化を図り、誰もが同じ目

標を持って、職員が活き活きと職務に取り組める職場づくりを

目指します。

○ 日常の職務遂行の中で、常に業務改善を目指せる職場の雰囲

気づくりをするとともに、職員の満足度を高めるための課題を

把握し、取り組みます。

まちづくり

推進室

○ 安心・安全で快適なまちづくり協議会を中心に地域住民・

関係各種団体・行政が協働で、地域コミュニティ毎の身近な

課題解決に向け、「安心・安全・快適まちづくり活動」を一層

推進します。

○ 各公所との連絡調整を密にして、交通安全施設の整備や児

童や高齢者に対する交通安全教育を実施し、区民を中心に展

開される交通安全運動を支援、安全意識の高揚により交通事

故を減らすことを目指します。

○ 区民一人ひとりが「自分たちの街の安全は自分たちで守る」

という自主防犯意識を高めて、地域社会の連帯を一層強化し、

区民・行政・警察が連携し三位一体の犯罪抑止活動を強力に

推進します。青色防犯パトロールを全学区に普及させ、その

抑止効果で犯罪の大幅減少を目指します。

○ 自然の保護、自然と親しむ活動をしている市民団体の活動を

支援し、当該活動を通じ、また、活動の結果として、区民が、

天白区の豊かな自然を生かした、あるいは、自然と共にある、

快適な生活がおくれるようにします。
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（まちづく

り推進室）

○ 広報なごや区民版、区のホームページなどの広報媒体を活用

し、区民に役に立つ情報を適切な時期に、わかりやすく提供し

ます。

生涯学習

センター

○ 気軽に集い、安心して活動ができるよう、利用者の視点に立

った施設の運営に努めるとともに、窓口サービスの向上や生涯

学習の情報提供の充実を目指します。

○ 地域における生涯学習を推進するため、地域の人的資源の発

掘に努めるとともに、地域の高等教育機関や関係公所との連携

を図り、区民の求める学習機会を提供に努めます。

○ 学習成果の地域への還流のため、学校や地域との橋渡しを行

うなど、幅広く活動の場を提供します。

市民課 ○ 接遇を向上し、正確でわかりやすい説明に努めます。

○ お待たせしない、利用しやすい窓口を目指し、気持ちよくお

帰りいただきます。

○ 公平・公正な事務処理をするため、区民の皆様に十分な説明

ができる執務能力の一層の向上を目指します。

○ 市民の皆様からお預かりしている戸籍などの個人情報の保

護に努めます。

税務課 ○ 来庁者に、最初と最後に笑顔であいさつを行います。また、

説明にあたっては、正確でわかりやすい説明に心がけ、税務窓

口のサービス向上に努めます。

○ 税務課・納税課の定例会・検討会の開催などにより、相互協

力・意思疎通を図り、適正な課税と市税収入の確保に努めます。

納税課 ○ 市税収入及び納税者の負担公平の確保のため、市税徴収率の

さらなる向上を図ります。

○ 市税徴収率を前年度比の 1ポイントアップを目指します。

民生子ども

課

○ 子どもを生み・育てることの喜びと楽しさを実感できるよ

う、区民の皆さんと協働して、子育て支援をはじめ、子どもの

福祉の増進に努めます。

○ 地域福祉の担い手である民生委員・児童委員と連携して、福

祉課題を多くかかえる家庭等の支援や人にやさしい、ぬくもり

のある地域社会作りを目指します。

○ 生活保護の適正実施に努め、生活保護世帯の自立を支援しま

す。

○ “笑顔であいさつ運動”を推進し、親切で丁寧な窓口サービ

スに努めます。
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福祉課 ○ お客様が来庁された時は、職員が積極的に声かけするととも

に笑顔で挨拶をし、相談しやすい明るい雰囲気作りをします。

また話をよく伺って、分かりやすい説明、親切・丁寧な対応を

実践します。

○ 職場内のコミュニケーションを密に行い、各種制度などにつ

いての情報の共有を図り、窓口や電話での問合せに速やかに対

応できるよう努め、区民の区役所職員の対応に対する満足度を

高めます。

○ プライバシーに配慮して、他のお客様に見えない場所で相談

を受けるなど、環境の整備を行い、相談者が安心して相談を行

えるよう努めます。

○ 高齢者福祉・障害者福祉・介護保険の福祉サービスの提供に

ついて、事業者、医療機関、地域団体などの関係機関と連携を

深め、各々のネットワークづくりを行い、よりよい支援を進め

ていきます。

○ 個人情報の取扱いには万全の注意を払い、機密文書をすべて

施錠できる場所に保管するなど、秘密保持を厳重にした事務執

行を行います。

保険年金課 ○ 国民健康保険、後期高齢者（長寿）医療、医療助成の各医療

制度を的確に運営し、区民からの相談・質問に適切にお答えし

ます。

○ 個人情報の保護を図るため、文書の誤送付の無いよう、職員

による自己点検、相互点検を徹底します。また、窓口で被保険

者証などをお渡しする時は、お客様と相互に確認いたします。

○ 気持ちの良い窓口応対に努め、分かりやすい説明をします。

保健所

生活環境課

○ 食品関係事業者への監視・指導・助言と、区民に対して啓発

を行うとともに、事業者・区民・行政の三者で情報を共有して

意見交換（リスクコミュニケーション）を積極的に行い、区民

の食の安全・安心の確保を図ります。

○ 安心・安全で快適なまちづくりにおける「ペットと暮らすき

れいなまち」のさらなる実現に向けて、犬猫等ペットの飼育を

適切に行うよう区民に対して普及啓発を行います。

○ 区民と協働して自然と共にあるような快適な生活がおくれ

るようにします。あわせて、天白川など豊かな自然を活用し、

生物多様性など環境教育の機会を提供します。

○ 天白区の自然には種々の昆虫が生息しており、それらに関す

る相談が多くなっていますが、昆虫は人間生活に潤いをもたら

すという一面も有しています。

これらの昆虫の習性・防除等に関する情報提供に努め、緑豊

かで虫と共生のできる環境づくりを目指します。
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（保健所

生活環境課）

○ 天白区は新しい建築物が増加の一途をたどっており、化学物

質等による健康被害が心配されています。

住居衛生に関する知識の普及と指導を行い、体の弱い子ど

も・高齢者が安心して住める住環境づくりを目指します。

保健所

保健予防課

○ 乳幼児健診や介護予防事業など、赤ちゃんからお年寄りま

で、誰もが生き生きと健やかに暮らせるように、区民全ての健

康づくりを福祉と連携して取り組みます。

○ 地域への出張相談や学校との協働による思春期セミナーの

開催、自主グループへの健康支援づくりなど、さまざまな事業

を通じて地域との交流を図り、健康で元気な生活を送ることが

できる地域づくりを目指します

２ 公所（署）

公所（署）名 運 営 方 針

天白環境

事業所

○ 循環型社会に向け、ごみの発生抑制、資源とごみの分別の徹

底を、いろいろな機会をとらえ、多様な方法で市民に呼びかけ、

協働してごみ減量をはかります。

○ 定期的なパトロールの実施と関係機関の協力を得て、不法投

棄対策を進めます。

○ スーパー等でのレジ袋有料化実施に向けて関係機関、事業者

及び地域団体等と協働して啓発活動を実施します。

天白土木

事務所

○ 道路、公園、河川の維持管理について、迅速･的確な対応に

努め、区民の皆さまと協働で「安心･安全で快適なまちづくり」

をすすめます。

○ 道路、公園、河川の要望については、効率的に調査し、速や

かに対応を検討します。

農業センタ

ー

○ 「農」とのふれあいの場の提供と市民へのレクリエーション

活動の場の提供という二つの目的を達成するために、農業を取

り巻く環境の変化に沿った農業センターのあり方を検討する

とともに、「体験学習の充実」、「体験メニューの充実」を図っ

ていきます。

交通局

鶴舞線

駅務区

○ お客様に安心、安全で快適にご利用いただき、「ありがとう」

と言っていただけるサービスを提供できるようにするため、次

のような運営方針をもって、事務事業を進めます。

１ 接客サービスの品質向上を図ります。

２ 地域密着型の駅を目指します。

３ 親しみのある駅を目指します。

４ より一層安心・安全な駅を目指します。
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交通局

野並営業所

○ お客様に安心、安全で快適にご利用いただき、お客様から“も

っと”たくさんの「ありがとう」の言葉をいただけるようお客

様第一主義に基づき、次のような運営方針をもって、事務事業

を進め一層快適にご利用いただける市バスを目指します。

１ 交通事業者として最大の使命・責務である安心・安全な

運行

２「お客様満足度」を高めるためのサービス向上

３ コスト削減体質の強化「エコドライブの推進」

天白消防署 ○ 防災安心まちづくり運動事業を推進します。

天白図書館 ○ 乳幼児期からの絵本の紹介や読み聞かせ等、本に触れ合える

機会を、おはなし会、子どもと本の講座を開催することにより

推進していきます。

○ 学校に出向いてのブックトーク、図書館での体験学習の受

入、図書館見学など総合学習への支援を通じて、区内の小中学

校との積極的な連携を図ります。

○ 中学生や高校生に本に親しんでもらうため、「ヤングアダル

トコーナー」を設置し、「ヤングコーナー通信」を発行して、

天白区内の中学校･高等学校に送付し、図書館の利用を促しま

す。

○ はじめての本の出会い事業の一環として、保健所との連携を

図ります。

天白スポー

ツセンター

○ 設置目的を効果的に達成します。

○ 市民にとっての利用しやすさの確保に努めます。

○ 管理経費の縮減とサービス水準の維持を図ります。

○ 安定した管理を行います。

＊参考

設置目的（体育館条例第１条）

市民のスポーツ及びレクリエーションの振興を図る。

天白文化小

劇場

○ 市民の文化は、市民自らが日常生活の中で受け継ぎ、創造し、

次代に引き継ぐことによって継承・発展してまいります。天白

小劇場におきましても、区民の参加と協力を得て、区民の文化

創造意欲を尊重し、区民の文化活動を支援し、活動機会の充実

に努めてます。

○ 子ども向け事業、高齢者向け事業、舞台公演を手がける方の

ためのアドバイザー事業などを通じて、区民の方が身近な場所

で本格的な文化事業に触れることのできる機会の充実に努め

ます。
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天白区社会

福祉協議会

○ 平成 16 年度に策定した地域福祉活動計画「てんてんプラン

２００４」に基づき、「住みつづけたいまち天白」を目指して、

地域福祉の推進を図ります。

○ ボランティア活動の振興を図るため、ボランティアセンター

を運営し、ボランティアに関する相談、調整を行うとともに、

当事者・団体の支援を行います。

○ 福祉情報誌「ぱわわ」や子育て通信「ＰＡＫＵっ子」の発行

を通じ、広報・啓発に努めます。

○ 天白区東部地域包括支援センター、天白区介護保険事業所を

運営し、誰もが住み慣れた地域で生活できるよう、在宅サービ

スの充実に努めます。
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６ 区内で行われる、その他の事業

事業名 事業内容 事業予定 所管

① 生活保護施設の改修 「植田寮」の改修 平成２２年度までに改修 健康福祉局

② 障害者支援施設の整備 「希望荘」の改築整備 平成２２年度までに着工 健康福祉局

③ 知的障害児施設の整備方針の策定 「あけぼの学園」の整備の検討 平成２２年度までに整備方針策定 子ども青少年局

④ 道路建設 弥富相生山線の整備 平成２２年３月末以降開通予定 緑政土木局

⑤ 自転車駐車対策 塩釜口駅の自転車駐車場の整備 平成２０～２４年度 緑政土木局

⑥ 市民緑地の整備 民有緑地を借り上げ、平針南市民緑地の整備 平成２０～２１年度 緑政土木局

⑦ 後期緊急雨水整備事業 雨水調整池建設、ポンプ設備増強、管きょ増強 平成２０～２２年度 上下水道局

⑧ 地下鉄の整備 野並～徳重間の地下鉄桜通線の建設 平成２２年度開業予定 交通局

⑨ 交通機関のバリアフリー化推進 地下鉄駅のエレベーター、多機能トイレ整備 塩釜口：平成 21 年度 交通局

※ 場所未定の事業：コミュニティセンター（表山学区・新設植田東学区）建設の検討

区役所

農業センター

① 生活保護施設「植田寮」改修

② 障害者支援施設「希望荘」整備

③ 知的障害児施設「あけぼの学園」の整備方針の策定

⑦ 後期緊急雨水整備事業

過大規模校の解消

≪植田東小学校≫

⑧ 地下鉄の整備④ 弥富相生山線の整備

徳重

在宅サービスセンターの整備

⑥平針南市民緑地の整備

⑤ 塩釜口駅の自転車駐車場の整備

⑨ 塩釜口駅エレベーター等の整備



区のシンボルマーク
区 の 木

［キンモクセイ］

区 の 花

［マーガレット］

天白区の「て・ん」の2文字

を組み合わせ、区民が手を組み、

協力していく姿をデザイン化し、

中心のとがった形は、区の未来へ

の発展を表したものです。
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区政運営方針全体に対するお問い合わせ先

〒468-8510名古屋市天白区島田二丁目２０１番地

天白区役所総務課庶務係（区庁舎３階30番窓口）
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天白区区政運営方針については天白区ホームページでもご紹介しています。

アドレス：http://www.city.nagoya.jp/ku/tenpaku/

各事業・取組に関するお問い合わせ先

事業・取組ごとに記載している担当部署まで
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区政運営方針に対するご意見・ご提案をお待ちしています。

○下記のお問い合わせ先まで、郵便、FAX又は電子メールでお送りください。

○区民の皆様のご意見・ご提案も参考に、取組状況や今後の課題について取りまとめ、

来年度の運営方針策定に反映させてまいります。

○内容について担当部署よりおたずねする場合もありますので、差し支えなければ、ご

住所・お名前・連絡先（FAX番号・電子メールアドレスなど）をご記入ください。

○ご意見・ご提案は、公開させていただく場合もございます。公開を希望されない場合

はその旨をご記入ください。


